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図面番号 図面名称 縮尺 備考
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S = 1:250

コンクリートブロック積工展開図
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A2橋台部　コンクリートブロック積数量表

ブロック積面積 m 2 126.4

コンクリートD1-1 m 3 21.9 天端コンクリート

コンクリートD1-1 m 3 19.3 裏込コンクリート

コンクリートD1-1 m 3 27.8 胴込コンクリート

コンクリートD1-1 m 3 2.0 止水コンクリート

目地材t=20mm m 2 5.4

水抜きパイプ m 37.8 VPφ50

裏込砕石 A RC-40 m 3 58.6

基礎工 コンクリート基礎工C (F) m 25.5

数量 備考項目 種別 規格・寸法 単位

コンクリート

ブロック積み(練)

控35cmA

コンクリート

ブロック積工
コンクリートC2-1 m 3 3.2 小口止めコンクリート

型枠D m 2 20.8 小口止めコンクリート
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m2型    枠

コンクリート m3

摘 要単位 数 量項    目
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中トマム鵡川橋 A2橋台側コンクリートブロック積工詳細図

トマム南富良野地区下部工工事

道東自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
帯広工事事務所

八千代エンジニヤリング株式会社

図面番号図 示

A2橋台側ブロック積工詳細図

東日本高速道路株式会社　北海道支社
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A1橋台側補強土壁工再設置図

ケ
ー
ブ
ル

No.TB-1

U300

564.27

564.27563.91

564.00

563.90

563.82

564.12

564.32

564.30

564.32

554.22
561.56

561.81 561.01

561.63

561.34

561.26

562.75

562.72

562.76

557.99

558.36

557.80

558.20

553.78
562.17 561.69

558.15

558.04

556.17

556.44

556.19

554.47

554.67
554.14

ケ
ー
ブ
ル

No.TB-1

U300

564.27

564.27563.91

564.00

563.90

563.82

564.12

564.32

564.30

564.32

554.22
561.56

561.81 561.01

561.63

561.34

561.26

562.75

562.72

562.76

557.99

558.36

557.80

558.20

562.17 561.69

558.15

558.04

556.17

556.44

556.19

554.47

554.67
554.14

L=4.50mL=7.50m L=7.00m L=6.50m L=5.00mL=9.00m L=5.50m

S=1:100　　平面図

S=1:100 ストリップ部分撤去・再設置詳細図正面展開図
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DL=550.000
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125°

STA.1006+68.291

STA.1006+68.291

STA.1006+60

(折
点
)

1
:
1
.
2

設計タイプ1（土羽勾配1:2.16）設計タイプ2（土羽勾配1:1.2）

1
:
1
.
5

支持力検討より基礎幅　B=0.50mに決定
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M12　L=90mm　
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再設置範囲

再設置範囲
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1400

1700

部分撤去時 再設置時
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1:1.8

補強材

完全撤去

地盤改良

部分撤去

客土掘削

L=9.00m

A B C D

DCBA

▽552.000 ▽552.750

▽559.121

▽558.460 ▽558.360

▽554.337

記号 設置方法

ストリップ取付け説明

高強度リブ付ストリップ（4.0×60）を使用する

所定のストリップを斜角に設置する

※　斜角に取付けるストリップはガセットプレートを使用する。

両端穴ストリップ(L=1.20m)を設置する

両端穴ストリップ(L=1.60m)を設置する

両端穴ストリップ(L=1.90m)を設置する

コンクリートスキン

(t=140mm)

補強土壁面積

高強度リブ付ストリップ

(※1は両端穴ストリップ)

ボルトナット

ガセットプレート

ゴムプレート

笠コンクリート(無筋)

注）・※印は、L=1.418mとする。

項　　　　目

(L=1.418m)

(L=1.360m)

L= 1.90m

L= 1.60m

31.953

L= 1.20m

L= 5.00m

L= 4.50m

L= 4.00m

規　　　　格

 0.4B1-3

30枚20×75×600

メッキ付2枚6×115×500

メッキ付176本M12×40

〃4〃※1

〃10〃※1

〃12〃※1

〃8〃

〃10〃

メッキ付16本4×60 SM490A

ｍ2

4〃DRU 211’

1〃DRU 211

2〃BD 28

2〃BU 27

4〃AU 42

6枚AN 41

摘　要数　量単位番号

※

設置工数量表

 3.2C

笠コンクリート(有筋)  3.2B1-3

24.8C

 1.8t=20mm

208.4 AD13 SD345

基礎コンクリートHA

 0.6C2-1

 5.8ｍ

 2.5

31.7

ｍ3

ｍ2型枠

型枠

目地材

鉄筋

ｍ3

ｍ2

ｍ2

kg

型枠

客土掘削

D

土砂A

ｍ3

ｍ2

ｍ3

 4.6鉄筋 A　D13 SD345 kg

土砂A

DCBA

捨土掘削 土砂A

客土掘削

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ3
盛土工 盛土土A(切込砕石)

217.2

170.3

39.2

7.7

凍上抑制層

凍上ブランケット層

施工済

施工済

土砂A

土質区分：土砂B

コンクリート

図面の種類

縮　　尺 図面番号

事務所名

設計会社名

図　　示

道東自動車道

トマム南富良野地区下部工工事

東日本高速道路株式会社

北海道支社 帯広工事事務所

中央コンサルタンツ株式会社

施工会社名

トマム橋（下り線）

A1橋台側補強土壁工再設置図

5 20
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透水防砂材
4.0×420×L

スキン組合せ一般図 S=1:50

現場打ち笠コンクリ－ト

c.t.c=3.0m

ｂ

ｂ

ａ ａ

B1-3

アンカ－筋

コンクリートスキン

笠コンクリ－ト

D13

D13

D13

笠コンクリ－ト配筋図 S=1:30

C2

C3
C1

D13 ctc300

D13 ctc300C1

C2D13 ctc250C3

正面　　背面

正面　　背面

B1-3

ゴムプレ－ト（水平目地材）

コネクティブストリップ透水防砂材

コンクリ－トスキン

D13 D13

D13

S=1:20 S=1:20断面ａ－ａ 断面ｂ－ｂ

4.0×420×L

14.5φ

20t×75×600

6.0×60×428

C1 C2

R3
2.
5

R32.5

C3

鉄筋加工図

注）・上図は標準図であり、標準図寸法以外となる形状に関しては、図面を確認し鉄筋加工を行うこと。
　　・鉄筋曲げ加工は鉄筋内側寸法を表示。
　　・笠コンクリート高さ30cm以下は､無筋とする。

※寸法は、外形寸法を示す。

4.0×60×L

14φ

S=1:10高強度リブ付ストリップ
材質SM490A（メッキ付き）20×75×600

ゴムプレ－ト（水平目地材）S=1:10

4×420×L

透水防砂材 S=1:10

R3
2.
5

71.5
S=1:5鉄筋曲げ加工図

ストリップ取付詳細図 S=1:2

コンクリ－トパネル

コネクティブストリップ
6.0×60×428

ボルト
M12×40

ナット リブ付ストリップ

【標準部】 【再接続部】

ボルト
M12×40

リブ付ストリップ ナット

盛土
撤去時切断ストリップ

S=1:2ボルト

強度区分8.8（メッキ付き）
M12×40 強度区分8（メッキ付き）

ナット S=1:2

※再接続部のストリップは現地にて1本あたり2か所の穴を開ける

再設置範囲補強土壁工詳細図（その１）

図面の種類

縮　　尺 図面番号

事務所名

設計会社名

図　　示

道東自動車道

トマム南富良野地区下部工工事

東日本高速道路株式会社

北海道支社 帯広工事事務所

中央コンサルタンツ株式会社

施工会社名

トマム橋（下り線）

再設置範囲補強土壁工詳細図（その１）
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再設置範囲補強土壁工詳細図（その２）

BD(1/2型下端)

BU(1/2型天端)

DRD(1/2型右端下端)

CRN(右端標準型)

CRU(右端標準型天端)

CLN(左端標準型)

AN(標準型)

CLU(左端標準型天端)

DLD(1/2型左端下端)

AU(標準型天端)

DLU(1/2型左端天端)

DRU(1/2型右端天端)

スキン記号説明

ストリップ配置図

L=4.00m

L=4.50m
ストリップ長さ

L=4.50m

L=5.00m
ストリップ長さ

再設置範囲

L=5.00m

L=4.50m

L=5.50m

L=4.00m

L=5.50m

再設置範囲

a a

記号 設置方法

ストリップ取付け説明

高強度リブ付ストリップ（4.0×60）を使用する

両端穴ストリップ(L=1.20m)を設置する

両端穴ストリップ(L=1.60m)を設置する

所定のストリップを斜角に設置する

両端穴ストリップ(L=1.90m)を設置する

S=1:100正面展開図

※　斜角に取付けるストリップはガセットプレートを使用する。

a-a断面

L
=
4
.
0
0m

L
=
4
.
0
0m

L=4.00m

L=4.00m

高強度リブ付ストリップ　4.0×60

ガセットプレート　6.0×115×500

注）・補強材取付け位置については展開図参照。

　　・ストリップは4.0×60を使用する。

　　・　印は、所定のストリップ(L/cosθを考慮)を斜角に設置する。

　　　　　(L/cosθ=4.00m/cos20°-0.35ｍ≒4.00ｍ)

コンクリートスキン
透水防砂材

平面図 S=1:50

基礎コンクリートHA

コンクリートスキン

差し鉄筋　D13 @750
L=H+100mm

盛土工Ａ

盛土工Ａ

基礎詳細図 S=1:20

H(mm)B(mm)基礎形状

200500B=500

C2-1

客土掘削

ガセットプレート取付断面図
6.0×115×500（メッキ付き）

フリー・ガセットプレート S=1:5

6.0×115×500
ガセットプレート

ナット

コンクリ－トパネル
リブ付ストリップ

リブ付ストリップ

ボルト
M12×40

コネクティブストリップ
6.0×60×428

ガセットプレート取付平面図

コネクティブストリップ

ボルトナット リブ付ストリップ

ボルトナット

ガセットプレート
6.0×115×500

6.0×60×428

(土砂Ａ)

凍上抑制層
C-80

C-80
排水ブランケット層

図面の種類

縮　　尺 図面番号

事務所名

設計会社名

図　　示

道東自動車道

トマム南富良野地区下部工工事

東日本高速道路株式会社

北海道支社 帯広工事事務所

中央コンサルタンツ株式会社

施工会社名

トマム橋（下り線）

再設置範囲補強土壁工詳細図（その２）
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S=1:100A1橋台側補強土壁工横断図

A-A断面 B-B断面 C-C断面 D-D断面

掘削断面図

A-A断面 B-B断面 C-C断面 D-D断面

設置断面図

1:1.8

1:0.5

1:1.8

1:0.5

1:0.5

1:0.5

1:1.8

1:1.8

1:1.8

1:1.8

1:0.6

1:0.6

DL=550.000 DL=550.000 DL=550.000 DL=550.000

1:1.8 1:1.8

1:1.8

1:1.8

1:1.8

1:1.8

DL=550.000 DL=550.000 DL=550.000 DL=550.000

1:0.6

1:
0.
6

客土掘削(土砂A)

種別

捨土掘削

区分

土砂A

単位

m2

断面積

2.74

種別

捨土掘削

区分

土砂A

単位

m2

断面積

5.57

種別

捨土掘削

区分

土砂A

単位

m2

断面積

19.41

種別

捨土掘削

区分

土砂A

単位

m2

断面積

32.62

種別

客土掘削

区分

土砂A

単位

m2

断面積

0.92

盛土工 盛土工A m2 1.66

種別

客土掘削

区分

土砂A

単位

m2

断面積

2.58

盛土工 盛土工A m2 2.98

種別

客土掘削

区分

土砂A

単位

m2

断面積

15.83

盛土工 盛土工A m2 3.57

種別

客土掘削

区分

土砂A

単位

m2

断面積

24.78

盛土工 盛土工A m2 3.22

客土掘削 土砂A m2 5.50

凍結ブラケット層

凍上抑制層

盛土工 盛土工A m2 1.50

A=1.50m2

A=5.50m2

A=3.22m2

客土掘削(土砂A)
A=24.78m2

A=15.83m2

A=2.58m2

A=0.92m2

捨土掘削
A=2.74m2

盛土工A

客土掘削(土砂A)

客土掘削(土砂A)

客土掘削(土砂A)

盛土工A

凍上抑制層
盛土工A

凍上抑制層
盛土工A凍上抑制層

盛土工A

A=3.57m2

A=2.98m2

A=1.66m2

捨土掘削
A=5.57m2

捨土掘削
A=19.41m2 捨土掘削

A=32.62m2

既設ストリップ 既設ストリップ 既設ストリップ

既設ストリップ 既設ストリップ 既設ストリップ

図面の種類

縮　　尺 図面番号

事務所名

設計会社名

図　　示

道東自動車道

トマム南富良野地区下部工工事

東日本高速道路株式会社

北海道支社 帯広工事事務所

中央コンサルタンツ株式会社

施工会社名

トマム橋（下り線）

A1橋台側補強土壁工横断図
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宮武の沢川コンクリートブロック積一般図 S=1:400
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:計画堤防高

:計画河床高

※ 地盤高は宮武の沢川付替河川工一般図より
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～
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60

9.2型枠 D
2

ｍ

名名 称 規 格 数　量 備　考単位

コンクリートブロック積

129.1ｍ控35cm(練)
2

裏込コンクリート 13.9D1-1
3

ｍ

天端コンクリート 2.8D1-1
3

ｍ

小口止 19.1C2-1 ｍ

3

14.2型枠 D ｍ
2

3

139.6客土掘削
3

土砂A ｍ

196.3捨土掘削
3

ｍ土砂A

コンクリート

均し

コンクリート

護岸数量表

胴込コンクリート 33.9
3

ｍD1-1

図面の種類

縮　　尺 図面番号

事務所名

設計会社名

図　　示

道東自動車道

トマム南富良野地区下部工工事

東日本高速道路株式会社

北海道支社 帯広工事事務所

中央コンサルタンツ株式会社

施工会社名

トマム橋（下り線）

宮武の沢川 コンクリートブロック積一般図 
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宮武の沢川 コンクリートブロック積横断図 S=1:200
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項　目 数　量単　位

m2 3.2
捨土掘削(土砂A)

m2 3.1客土掘削(土砂A)

土質区分

m2 1.1

土砂B

土砂C

項　目 数　量単　位

m2 6.0
捨土掘削(土砂A)

m2 7.9客土掘削(土砂A)

土質区分

m2 3.5

土砂B

土砂C

項　目 数　量単　位

m2 5.8
捨土掘削(土砂A)

m2 6.8客土掘削(土砂A)

土質区分

m2 3.6

土砂B

土砂C

項　目 数　量単　位

m2 5.4
捨土掘削(土砂A)

m2 5.4客土掘削(土砂A)

土質区分

m2 3.7

土砂B

土砂C

項　目 数　量単　位

m2 4.1
捨土掘削(土砂A)

m2 5.8客土掘削(土砂A)

土質区分

m2 3.3

土砂B

土砂C

項　目 数　量単　位

m2 3.8
捨土掘削(土砂A)

m2 5.6客土掘削(土砂A)

土質区分

m2 3.1

土砂B

土砂C

項　目 数　量単　位

m2 1.3
捨土掘削(土砂A)

m2 1.3客土掘削(土砂A)

土質区分

m2 0.6

土砂B

土砂C

項　目 数　量単　位

m2 1.1
捨土掘削(土砂A)

m2 1.9客土掘削(土砂A)

土質区分

m2 1.4

土砂B

土砂C

項　目 数　量単　位

m2 4.1
捨土掘削(土砂A)

m2 4.2客土掘削(土砂A)

土質区分

m2 3.0

土砂B

土砂C

図面の種類

縮　　尺 図面番号

事務所名

設計会社名

図　　示

道東自動車道

トマム南富良野地区下部工工事

東日本高速道路株式会社

北海道支社 帯広工事事務所

中央コンサルタンツ株式会社

施工会社名

トマム橋（下り線）

宮武の沢川 コンクリートブロック積横断図
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(控35cm(練))
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裏込砕石 A
（RC-40）

裏込コンクリート
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424 40488
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コンクリートブロック積工

宮武の沢川 コンクリートブロック積構造図 S=1:40

コンクリート天端工

コンクリート基礎工 A(C)

名名 称 規 格

10m当たり材料表

数　量 備　考単位

1.04コンクリート

型枠 4.00

3
C2-1 ｍ

2
ｍ

0.72均しコンクリート

型枠 2.00

3
D1-1 ｍ

2
ｍ

コンクリート天端工

名名 称 規 格

10m当たり材料表

数　量 備　考単位

0.61コンクリート
3

D1-1 ｍ
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8
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1
00

3
00

2
50
0

2
90
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1095
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2545

小口止め

1095

小口止め

名名 称 規 格

1個当たり材料表

数　量 備　考単位

9.56コンクリート

型枠 7.08

3
C2-1 ｍ

2
ｍ

27
95

（計画河床高）

コンクリートブロック積工

名名 称 規 格

10m当たり材料表

数　量 備　考単位

裏込コンクリート 3.0ｍ

12.4裏込砕石 A
3

RC-40 ｍ

D1-1
3

3
00

コンクリート基礎工 A(C)

D

D

D

図面の種類

縮　　尺 図面番号

事務所名

設計会社名

図　　示

道東自動車道

トマム南富良野地区下部工工事

東日本高速道路株式会社

北海道支社 帯広工事事務所

中央コンサルタンツ株式会社

施工会社名

トマム橋（下り線）

宮武の沢川 コンクリートブロック積構造図
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2011



宮武の沢川 コンクリートブロック積展開図 S=1:200

※( )内数値は斜長を示す。
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点

④
折
れ
点

STA.1037+00

検
討
断
面

⑥
(終

点
) ⑤

300

3
51
8

CS

6.5

CS

3.0

CS

4.0

CS

5.0

CS

5.5

CS

6.5

CS

4.0

CS

5.0

CS

5.5

CS

6.5

CS

4.0

CS

5.0

CS

5.5

CS

6.5

CS

5.0

CS

5.5

▽596.569

▽591.489

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ(C2-1)

▽594.192

▽593.049

小口止めコンクリート(C1-1)

5117

5117

24

4841

名　称 規格・寸法 単位 数 量

数 量 表

パネル

1穴　1200×1800 枚 14  

2穴　1200×1800 枚 10  

1穴　1200× 900 枚 7  

1穴　1200×1500 枚 136  

調整用切断タイプ 枚 14  

補強材

D25　L=6.5m 本 35  

D25　L=5.5m 本 35  

D25　L=5.0m 本 34  

D25　L=4.0m 本 33  

D25　L=3.0m 本 30  

座　金 150×150×9 枚 167  

背面排水材 PP繊維マット　50×150 m 156.3

Sパネル

Dパネル

Hパネル

CSパネル

STパネル

(セメント・ベントナイト)

t=200　B=1.66m

発泡スチロールブロック(D-16)

t=200

コンクリート
C1-1 m3 27.9

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

←5.4°

→5.5°

→5.5°

→5.5°

→5.5°

→5.5°

→5.5°

→5.5°

→5.5°

→5.5°

→5.5°

6.5

5.5

5.0

4.0

3.0

→6.98°

→6.98°

→6.98°

→6.98°

→6.98°

→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°

→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°

→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°

→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°

→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

→5.9°

摘　要

C2-1 m3 8.0

型　枠 D m2 25.1

鉄　筋 D13 SD345 t 0.014

削孔工 φ90 m 812.0

グラウト注入打設工 m3 16.5

裏込め注入工 m3 23.1

亜鉛メッキ

天端工+小口止め+充填

STパネル+小口止め

砂質土

コンクリートシール(C1-1)

t=100　B=1.66m
施工面積 m2 297.9

棒
状
補
強
土
壁
Ａ

補
強
材

トマム川橋 地山補強土壁工図 S=1:200

展開図

標準断面図

トマム南富良野地区下部工工事

道東自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
帯広工事事務所

八千代エンジニヤリング株式会社

図面番号

東日本高速道路株式会社　北海道支社

トマム川橋

地山補強土壁工図

図 示 2017

2017



200

正面図 S=1:30 

Ｓ Ｓ

ST

2

2

1
20
0

ＳＳ

3

3

1800

天端摺合せ部詳細図

現場打ちコンクリート

1

1

補強材(異形棒鋼)

グラウト注入

φ25

φ90

1 - 1 断面 S=free

標準詳細構造図 S=1:15

1.0

数　量規　格

天端工 10m当り

名　称 摘　要

m3

型　枠

コンクリート 0.953C1-1

m2

据付コンクリート(C1-1)

1
00

単位

プレキャスト板

補強材キャップ

モルタル接着

補強材(異形棒鋼）

グラウト注入

裏込め材（セメント・ベントナイト）

φ90mm ロータリーパーカッション式 二重管削孔

（基本段のみ）

(σck 24N/mm2)

発泡スチロールブロック(D-16)

2000

1
00

天端コンクリート(C1-1)

1885

t=200

プレキャスト板（化粧仕上げ）

（亜鉛メッキ処理）

定着座金（亜鉛メッキ処理）

補強材キャップ

(150x150x9)

(280x280x12)

（亜鉛メッキ処理）

(亜鉛メッキ処理)

目地モルタル詰め

120

50

補強材(異形棒鋼）

グラウト注入

※防錆処理は工場処理

定着部詳細構造図 S=1:5

ナット(M24)

定着プレート

モルタル充填

φ12 全ネジ

φ12 タップ

モルタル充填

(1:2)

4kg/1箇所当り

(120kg/30箇所=4.8袋/30箇所)

補強材長

180

削孔長

180

1,000(防錆処理)

(セメント・ベントナイト)

裏込め材

ワッシャー(M24)

200

発泡スチロールブロック(D-16)

1
00

50

400

(C2-1)

補強コンクリート

プレキャスト板

D13 アンカー

2 - 2 断面 S=1:10

※ STパネル 100m2当り(例)

コンクリート 100x0.23 = 23.0 ｍ3

※STパネル 1枚当りのアンカーの本数の基準

0.54≦面積(m2)＜1.08･･･3本

面積(m2)＜0.54･･･2本

1.08≦面積(m2)　　　･･･4本

(STタイプ)

1枚当り4本

天端コンクリート(C1-1)

1
5
0
以
上

1
5
0
以
上

120

550

200

3
00

1
94

444

555

110

200 307

1
06

埋戻しコンクリート

摘　要

型　枠

コンクリート

数　量規　格

3.0

埋戻しコンクリート 10m当り

名　称

C2-1 1.20m3

m2

埋戻しコンクリート詳細図 S=1:10

単位

(C2-1)(最下段)

C2-1 0.23

数　量 摘　要

コンクリート

規　格

鉄筋アンカー SD345,D13 L=400 本

m3

標準STパネル(面積1/2x1.2x1.8=1.08m2当り)

4

名　称 単位

3 - 3 断面 S=1:10

現場打ちコンクリート

現
場
打
ち
コ
ン
対
象

(C2-1)
350

1
00

天端コンクリート(C1-1)

1.000

数　量 摘　要

コンクリート

規　格

m3

名　称

型　枠 m2

現場打ちコンクリート 1 m3当り

2.857

単位

トマム川橋 地山補強土壁工構造図(その1)

2
00

200

230

150

トマム南富良野地区下部工工事

道東自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
帯広工事事務所

八千代エンジニヤリング株式会社

図面番号

東日本高速道路株式会社　北海道支社

トマム川橋

地山補強土壁工構造図(その1)

図 示

D

H=1.2m、W=1.8m

t=200

発泡スチロールブロック(D-16)
t=200

発泡スチロールブロック(D-16)
t=200

(C2-1)

D

C2-1

D

2018

2018



(施工時取付)

水抜きパイプ(VUφ50)

排水材

15
0

50

Ａ部断面 S=1:5

200

発泡スチロールブロック(D-16)

モルタル充填

切土面

(t=200)

補強材及びスペーサー配置図 S=1:50

６．０　（3.0＋3.0）

５．５　（3.0＋2.5）

６．５　（3.0＋3.5）

７．５　（3.0＋4.5）

７．０　（3.0＋4.0）

５．０　（つなぎ無）

２．０　（つなぎ無）

２．５　（つなぎ無）

４．５　（つなぎ無）

４．０　（つなぎ無）

(箇所)

補強材長

(ｍ)

スペーサー

500 1000

1000

500

1000 5001000

　　６

　　５

　　６

　　７

　　７

　　５

２

２

　　４

　　４

　　  10

　　９

　　８

　　８

　　９

　規　格

(ｍ)

３．０　（つなぎ無）

３．５　（つなぎ無）

　　３

　　３

９．５　（4.5＋5.0）

８．０　（3.0＋5.0）

８．５　（3.5＋5.0）

９．０　（4.0＋5.0）

１０．０　（5.0＋5.0）

：防食処理

○ ：スペーサー

：継　手

　(抜出防止対応型)

止水パッキン(PE30倍)

定着座金(150x150x9)

定着部止水パッキン t=5mm

30

60

150

1
50

定着部パッキン取付け図 S=1:3

ナット

(M24)

切れ目

PL-12

M16

PL-16 PL-9

PL-9

PL-12

4
94

70
14

20

34

347

1
10

PL-6

φ19

4
94

70
14

20

1
10

150

パネル吊り金具詳細図 S=1:5

勾配調整孔

ハンドル

パネル固定棒

パネル固定

レック部
フェース部

全ネジ M12*95

3
.2

93

3.295

90

90

据付金具構造図(参考図) S=1:2

(PE30倍)

目地バックアップ材

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

 正 面 図 

目地バックアップ材

Ｂ－Ｂ断面図 S=1:5

パネルジョイント部目地バックアップ材(参考図)

1,200

20

10

Ａ－Ａ平面図 S=1:5

 目地バックアップ材詳細図(参考図) 

(PE30倍)

高発泡ポリエチレン

目地バックアップ材

背面側

背
面
側

小口止めコンクリート詳細図 S=1:30

1800

1
20
0

1
20
0

300

1
2

1
1

2
1

 斜面正面図  側 面 図 

小口止めコンクリート(C1-1)

1
：
Ｎ

550

120
50

180

パ
ネ
ル
高
さ
に
対
す
る
比
率

差筋 D13 L=300

裏込め注入材

モルタル止め材 50x100

(PE30倍)

 断 面 図  正 面 図 

モルタル止め材使用例(参考図） S=free

発泡スチロールブロック

(D-16)(t=200)

背面排水材設置図(参考図) S=1:50

水抜きパイプ（VU50）

Ａ部

背面排水材（50x150）

PP繊維マット

200

発泡スチロールブロック

(D-16)(t=200)

トマム南富良野地区下部工工事

道東自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
帯広工事事務所

八千代エンジニヤリング株式会社

図面番号

東日本高速道路株式会社　北海道支社

トマム川橋

図 示

トマム川橋 地山補強土壁工構造図(その2)

地山補強土壁工構造図(その2)

3.8

数　量規　格

小口止めコンクリート

名　称

m3

型　枠

コンクリート 0.8C1-1

m2

単位

D

摘　要

SD345

2019

2019



5100 15070 19860 19870 19870

補強土壁工　L=109.871m

169°51'19"

STA
.10

37+
20.

00

STA
.10

37+
0.0

0

STA
.10

36+
80.

00

（折　点）
STA

.10
36+

65.
09

ST
A.1

03
6+6

0.0
0

DL=585.000

@1500

650

40

300

300

50

13608@1500=120001360

補強土壁高

基礎延長

H=6.73mH=5.98mH=5.23mH=4.48mH=2.98mH=2.23mH=1.48m

4500900090003890181013260 12000 12000

(強風化片麻岩)

(レキ混じりシルト質砂)
盛　土

ST
A.1

037
+7.

799

A1橋台 8441

地山補強土壁工掘削範囲 47650

A1

P1

7603

588.38

588.14

585.09

588.22

588.66

588.77

589.78590.76

585.60586.50

587.29

587.04

587.22

586.07 586.65

585.63 587.21

589.55590.53

594.01

593.87

599.63

600.14

584.92

586.72

S
T
A
 
10
37

TB3-1(dep=22.0m)

STA.1036+76 R3.3

STA.1037+19 CLSTA.1036+85 L5.1

S
TA
 
10
3 7

地山補強土壁工掘削範囲 15070

C

C

B

B

A

A

地山補強土壁工掘削範囲 27463 地山補強土壁工掘削範囲 5117

1
0
00

D

D

1
2
10

1000 捨土掘削 土砂A

a=0.83m2

3
3
33

1
1
18

2177

3513

捨土掘削 土砂A

a=9.21m2

2
6
50

橋台 3925

2
1
46

5363

捨土掘削 土砂A

a=14.34m2

2
3
66

2754

2
1
46

3857

捨土掘削 土砂A

a=8.05m2

500

捨土掘削 土砂A

a=2.56m2

トマム川橋 A1橋台側地山補強土壁工部掘削図

トマム南富良野地区下部工工事

道東自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
帯広工事事務所

八千代エンジニヤリング株式会社

図面番号

東日本高速道路株式会社　北海道支社

トマム川橋

A1橋台側地山補強土壁工部掘削図

図 示

S=1:300正面展開図

S=1:300平　面　図

S=1:200横　断　図

A - A B - B

C - C

：地山補強土壁工部掘削範囲

　凡　例

※正面展開図は壁背面側から見た図とする。

　正面展開図の測点は、Ⅰ期線の測点を表す。

項　目

既設補強土壁撤去数量表

単位細　別 規格・寸法 数　量 摘　要

537.0捨土掘削 m3土砂Ａ 土質区分：土砂B

2020

2020

D - D


